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鳥取市の夏の風物詩といえば「鳥取しゃんしゃん祭」。

59回目を数える今年の鳥取しゃんしゃん祭は、第56回の中

止、第57回の無観客開催、第58回の有観客開催のコロナ禍

を経て、４年ぶりに中心市街地で開催されました。

表紙写真は、ギネス世界新記録を達成した第50回鳥取しゃ

んしゃん祭の「写真コンテスト」で大賞を受賞した作品。

作品名「世界の流れに」、受賞者：那須昭美さん。�

今 月 の 表 紙

鳥取しゃんしゃん祭
（©鳥取しゃんしゃん祭振興会）

学校法人　東雲学園
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人
手
不
足
な
ど
経
営
課
題
が
山
積

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象
に

実
施
し
た
２
０
２
３
年
４
～
６
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し

た
。
回
収
率
77
・
３
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
９・１
と
前
期
か
ら
３・０
㌽
悪
化
し

ま
し
た
。
売
上
高
は
７・０
㌽
良
化
に
転
じ
た
も
の
の
、
収
益
状
況
は
３・７
㌽

の
良
化
に
留
ま
り
、
著
し
い
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
っ
て
利
益
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
経
営
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
類
型
移
行
後
、
初
の
夏
休
み
で
観
光
関
連
産

業
は
好
転
が
期
待
さ
れ
る
も
、
多
く
の
業
種
で
長
期
化
す
る
物
価
高
が
経
営
の

足
か
せ
に
な
っ
て
お
り
、
県
内
経
済
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
込
み
で
す
。

2023年４～６月期　【
今
期
動
向
】
全
産
業
合
計
の
業

況
判
断
は
前
期
に
比
べ
て
悪
化
し
ま

し
た
。
中
で
も
建
設
業
と
小
売
業
は

一
定
の
売
上
は
確
保
で
き
た
も
の
の
、

業
況
判
断
を
は
じ
め
資
金
繰
り
や
収

益
状
況
の
項
目
で
大
幅
に
悪
化
。
原

材
料
価
格
の
高
騰
や
燃
料
費
・
賃
上

げ
コ
ス
ト
の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
で

き
て
い
な
い
状
況
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
製
造
業
と
卸
売
業
は
、
電

力
料
金
が
落
ち
着
い
た
こ
と
や
価
格

転
嫁
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
収
益

面
を
中
心
に
回
復
の
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

　【
来
期
（
23
年
７
～
９
月
）
見
通

し
】
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断

は
マ
イ
ナ
ス
10
・
４
と
前
期
の
マ
イ

ナ
ス
10
・
５
と
比
較
し
、
ほ
ぼ
横
ば

い
に
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

類
型
移
行
後
、
初
め
て
の
夏
休
み
・

盆
休
み
を
迎
え
、
宿
泊
・
観
光
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
に
売
上
回
復
へ
の
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
一
方
で
小
売
業
は
、
生
活
必
需
品

の
値
上
げ
が
消
費
マ
イ
ン
ド
を
低
下

さ
せ
て
お
り
、
先
行
き
に
不
安
を
残

す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点
（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
21
・
４
％
）
が
前
期
と
同
じ
く
首

位
。
以
下
２
位
も
「
経
費
の
増
加
」

（
14
・
２
％
）
、
３
位
「
売
上
・
受
注

の
減
少
」（
12
・
６
％
）
と
前
期
調

査
と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
加
え
、

賃
上
げ
に
よ
る
人
件
費
や
電
力
料

金
、
副
資
材
・
消
耗
品
等
の
諸
経
費

の
値
上
げ
で
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
も
「
電
力
料
金

を
は
じ
め
治
工
具
・
油
類
の
高
騰
で

利
益
が
出
に
く
い
」（
製
造
業
）、「
売

上
高
の
増
加
は
単
価
上
昇
に
よ
る
も

の
で
、
む
し
ろ
販
売
数
量
や
利
益
率

は
悪
化
し
て
い
る
」
（
卸
売
業
・
小

売
業
）
と
い
っ
た
回
答
が
多
く
、
利

益
確
保
が
難
し
い
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、「
公
共
工
事
の
発

注
が
芳
し
く
な
い
」（
建
設
業
）
や

「
人
手
不
足
」（
複
数
の
業
種
）
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、
依
然
と
し
て
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 116 3.5（ -3.5） 15.5（ 16.2） -3.9（ -1.8） -0.4（  0.0） -8.6（-12.3） -9.1（ -6.1） 0.0（ -2.7） 3.9（ 14.5） -6.6（ -3.6） -0.9（  0.9） -6.9（-11.4） -10.4（-10.5）

製 造 業 35 8.6（  6.1） 20.0（ 24.3） -10.0（ -4.6） -7.1（ -3.1） -2.9（-16.7） -7.2（ -7.6） 2.9（ 16.7） 2.9（ 22.7） -17.1（ -7.6） -8.6（ -1.5） -7.2（ -7.6） -11.5（ -7.6）

非 製 造 業 81 1.2（ -7.4） 13.6（ 13.0） -1.3（ -0.7） 2.5（  1.3） -11.1（-10.5） -9.9（ -5.6） -1.3（-10.5） 4.4（ 11.2） -1.9（ -1.9） 2.5（  1.9） -6.8（-13.0） -9.9（-11.7）

（建　設　業） 24 -10.4（-22.0） 6.3（ -2.0） -6.3（  2.0） 2.1（  4.0） -27.1（-16.0） -25.0（-14.0） -6.3（-26.0） -4.2（ -2.0） -10.4（ -4.0） 0.0（  4.0） -12.5（-22.0） -16.7（-26.0）

（卸　売　業） 18 22.2（ -5.3） 27.8（ 31.6） 5.6（ -2.7） 8.4（  2.7） 8.3（-13.2） 8.4（ -5.3） 2.8（ -7.9） 13.9（ 23.7） 5.6（ -2.7） 5.6（  2.7） -5.6（-15.8） -5.6（ -7.9）

（小　売　業） 19 -10.5（ -8.4） 2.7（ 11.1） -10.5（ -2.8） -5.3（ -2.8） -23.7（-16.7） -21.1（ -8.3） -10.5（ -5.6） 2.7（ 13.9） -2.7（ -8.4） 2.6（  0.0） -13.2（-16.7） -22.2（-16.7）

（サービス業） 20 7.5（ 10.5） 20.0（ 15.8） 7.9（  0.0） 5.3（  0.0） 2.5（  5.3） 2.5（  7.9） 10.0（  2.7） 7.5（ 13.2） 2.7（  8.8） 2.7（  0.0） 5.0（  5.3） 2.5（  7.9）

前　期　比 （　）内は2023.１〜３月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）　Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降　　ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2023.７〜９月期）
※（　）内は（23.４〜
　６月期）の見通し

売
上
回
復
も
コ
ス
ト
上
昇
が
重
荷
に

建
設
業
・
小
売
業
に
厳
し
さ

動 向 県連景況調査

観
光
需
要
に
期
待
も
・
・
・

収
益
面
の
課
題
が
依
然
上
位
に
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
７
月
25
日

（
火
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
会
員
事
業
所
の
管
理
職
や
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
を
担
う
従
業
員
ら
29
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、（
公
財
）
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

山
口
克
司
氏
が
務
め
、
管
理
職
と
し

て
の
立
場
や
役
割
、
組
織
力
を
高
め

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を

指
南
し
ま
し
た
。

　
部
下
を
生
か
し
て
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
管
理
職
の
大
事
な
役
割
と
話

す
山
口
講
師
は
「
部
下
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

組
織
全
体
の
目
標
や
担
当
す
る
業
務

の
目
標
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要
」

と
解
説
。
加
え
て
業
務
の
目
的
や
意

義
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

　
ま
た
山
口
講
師
は
、
管
理
職
に
求

め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
つ
い
て
も
言
及
し
ま
し
た
。
中

で
も
、
部
下
の
話
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
、
他
者
を
理
解
す
る
姿
勢
や

感
謝
の
言
葉
を
か
け
る
な
ど
、
心
を

通
い
合
わ
せ
る
上
司
の
姿
が
大
切
で

あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
人
事
評
価
に
関
す
る
講
義
で
は
、

個
人
的
な
人
間
関
係
や
漠
然
と
し
た

印
象
で
評
価
せ
ず
、
業
績
や
行
動
の

事
実
を
も
と
に
し
た
評
価
を
徹
底
す

る
よ
う
に
教
示
。
ま
た
、
評
価
後
は

期
待
す
る
能
力
水
準
と
現
状
の
差
異

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
部
下
に
今

後
の
課
題
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

 

管
理
職
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　

立
場
や
役
割
な
ど
理
解
を
深
め
る

　
　
　 

　
　
　
部
下
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は

講演する山口講師

Vol.81

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では地域社会貢献の一環として、教育・研究の

成果を広く地域住民の皆様に紹介するため各種公開講座を

実施しており、このたび『サイエンス・アカデミー　医工

連携が拓く未来社会シリーズ』として２回シリーズで開催

します。

　主会場を鳥取県立図書館２階大研修室とし、ライブ中継

会場として米子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講い

ただけます。

○令和５年８月26日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：研究推進機構研究戦略室

� URA准教授　古賀　敦朗

　演題：ちいさなまち鳥取から世界へ！

　　　　～新しい取り組み“医工連携”ってなーに？～

○令和５年９月９日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：工学部電気情報系学科　准教授　松永　忠雄

　演題：最新の医療用検査・治療機器開発は医工連携から

　　　　生まれる　～病院で育てるエンジニア～

　お申し込みは電話・FAX・メール・郵送・ホー
ムページにて、お名前・ご連絡先（電話番号
とメールアドレス）・講座名・会場のご登録
をお願い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室
� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
建
設
部
会
（
影

井
一
清
部
会
長
）
は
６
月
30
日
（
金
）、

鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
の
観
水
庭
こ
ぜ

に
や
で
総
会
、
鳥
取
県
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
同
部
会
員
38
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
同
部

会
の
事
業
計
画
を
承
認
し
た
ほ
か
、

新
し
い
副
部
会
長
に
藪
田
浩
明
氏

（
㈱
白
兎
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役

社
長
）
＝
写
真
＝
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
同
社
選
出

の
鳥
取
商
工

会
議
所
職
務

執
行
者
で
副

部
会
長
を
務
め
た
霜
村
將
博
氏
（
会

長
）
の
退
任
に
よ
る
も
の
で
、
部
会

規
約
第
９
条
の
規
定
に
従
い
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
霜
村
前
副
部

会
長
の
残
任
期
間
の
２
０
２
３
年
６

月
30
日
か
ら
25
年
10
月
31
日
ま
で
で

す
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
県
と
の
意
見
交

換
会
で
は
、
県
土
整
備
部
技
術
企
画

課
の
藤
井
優
課
長
と
技
術
調
査
担
当

の
岡
秀
樹
係
長
、
県
総
務
部
営
繕
課

の
下
田
悟
課
長
と
川
口
新
二
参
事
の

４
人
を
招
き
、
公
共
工
事
の
見
通
し

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発

に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
藤
井
課
長
は
、
公
共
工
事
予
算
の

推
移
や
巡
視
点
検
の
効
率
化
を
目
的

と
し
た
道
路
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
を
解
説
。
下
田
課
長
は「
物

価
・
資
材
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

経
費
率
や
計
算
単
価
の
見
直
し
に
加

え
、
年
度
予
算
の
増
額
を
予
定
し
て

い
る
」
と
県
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
公
共
工
事
に
つ

い
て
「
現
在
の
発
注
方
法
や
工
事
高

で
地
域
や
企
業
が
発
展
し
て
い
け
る

の
か
」
と
い
う
意
見
に
対
し
、
藤
井

課
長
は
「
単
価
改
定
や
ル
ー
ル
の
見

直
し
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
」
と

し
、
下
田
課
長
は
「
財
政
状
況
に
よ

る
が
、
で
き
る
限
り
事
業
を
確
保
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に
部
会
員
か
ら
は
、
山
陰
近
畿

自
動
車
道
（
鳥
取
―
覚
寺
間
）
の
都

市
計
画
の
遅
れ
に
対
し
、
早
期
着
工

を
望
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
建
設
部
会
の

総
会
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
開
催
日
　
６
月
30
日
（
金
）

◆
出
席
者
数
　
38
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
部
会
交
流
事
業
の
開
催
③
意
見
交

換
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
④
視
察
・

調
査
研
究
⑤
部
会
員
が
希
望
す
る
事

業

 

建
設
部
会
が
意
見
交
換
会
を
開
催

　
　
　

公
共
工
事
の
在
り
方
を
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
と
活
発
に
意
見
を
交
わ
す

活発に行われた意見交換会

99×380

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

ビジネス総合
保 険 制 度

ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して
加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動遂行、管理
下財物）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 ●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の
経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。　

最大

約33%
割引

2023年5月

建
　
設
　
部
　
会

影
井
　
一
清 

部
会
長
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動 向

特許相談会のご案内

　相談会では、アイデア段階から特
許取得、事業発展に至る各段階にお
いて、権利を得るための必要な手順
などを専門家（弁理士）に直接相談で
きます。
　ぜひお気軽にご利用ください。

１．開催日　随時開催
� （随時申込、日程調整後にオンライン開催）

２．相談員 渡辺国際特許事務所
� 所長弁理士　　渡辺三彦氏
� 副所長弁理士　水内龍介氏
� （２人のうち、どちらか１人が対応）

３．問い合わせ先
　　鳥取商工会議所経営支援一課
� TEL：0857−32−8005

　
や
ま
こ
う
建

設
㈱
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
岡

田
幸
一
郎
氏
か

ら
鶴
石
健
治
氏
（
代
表
取
締
役
社
長
）

＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
代
表
者
変
更
】

◆
親
和
商
事
㈱

　
鳥
取
市
扇
町
９
―
２
　
と
り
ぎ
ん

プ
ラ
ザ
ビ
ル
４
階

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
福
田
　
智
博

◆
テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
㈱
鳥
取
営
業

支
店

　
鳥
取
市
湯
所
町
２
丁
目
２
５
８

　
支
店
長
＝
小
林
　
篤
志

 

【
住
所
変
更
】

◆
㈲
サ
ン
ケ
ン

　
鳥
取
市
湖
山
町
北
６
丁
目
４
７
２

→
鳥
取
市
安
長
64
―
５

◆
㈲
Ｉ.

Ｔ.

Ｔ

　
鳥
取
市
江
津
１
６
７
―
１
→
鳥
取

市
下
段
２
５
３
―
１

◆
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
扇
町
58
ナ
カ
ヤ
ビ
ル
６
階

→
鳥
取
市
行
徳
１
丁
目
２
０
５

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
社
名
変
更
・
代
表
者
変
更
・
住
所

変
更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課

　　　我が社では、商品を購入いただいたお客様に対して、もれなく割引券を

　　　発行しようと考えています。この割引券は我が社のみならず他社でも使

用できますが、いわゆる景品表示法の規制を受けるものでしょうか。

　　　今回は割引券と景品表示法について説明します。本件のような割引券は、

　　　その役務の提供を受けた顧客に対しもれなく一定の経済上の利益を提供

するものであり、いわゆる総付景品に該当します。総付景品に該当する場合、

景品表示法の規制を受けるのが原則ですが、例外的に「一般消費者に対する景品類の提供に関する事項

の制限」及び「一般消費者に対する景品類の提供に関する事項の制限の運用基準」に定める適用除外に

該当する場合には、景品表示法の規制を受けません。すなわち、自己の供給する商品又は役務の取引に

おいて用いられる割引券その他取引を約する証票であって、正常な商慣習に照らして適当と認められる

ものについては、景品表示法の規制を受けないとされています。

　ただし、割引の対象が唯一ないし特定のサービスに限定されているような場合には適用除外に該当せ

ず景品表示法の規制を受けることがあります。

　また、自社だけでなく、他社との取引においても共通して用いられる割引券等についても、自社との

取引においては値引きと同様の効果が認められるため、本件のような割引券も景品表示法の規制を受け

ないといえます。ただし、他社との取引において用いた方

が割引額が大きい場合など、割引券が専ら他社との取引に

用いられることが想定される場合には、景品表示法の規制

を受けることになります。

 割引券と景品表示法
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
149

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

議  

員  

交  

代

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
け
出
分
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日
本
商
工
会
議
所
の
要
望
活
動
な
ど

に
よ
り
、
昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
令

和
5
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
、
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
お
よ
び
電
子
帳
簿
保

存
法
に
関
す
る
負
担
軽
減
措
置
な
ど
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
、免
税

事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と

な
る
場
合
、納
税
額
を
売
上
税
額
の
２

割
と
す
る「
２
割
特
例
」や
、中
小
企
業
が

行
う
税
込
１
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
な
く
と
も
仕
入

税
額
控
除
と
し
て
認
め
る「
少
額
特
例
」

な
ど
に
よ
り
、事
業
者
の
税
負
担
や
事

務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
事
業
者
が
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

「
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
義
務
」
に

関
し
て
中
小
企
業
の
経
理
実
務
を
考
慮

し
、相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、「
出
力

書
面
を
保
存
」
し
「
税
務
職
員
か
ら
求

め
ら
れ
た
際
に
デ
ー
タ
で
渡
せ
る
」
状

態
に
し
て
お
け
ば
、
従
前
の
保
存
方
法

の
ま
ま
で
良
い
こ
と
と
さ
れ
る
猶
予
措

置
な
ど
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

テ
レ
ビ
C
M
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

両
制
度
に
つ
い
て
、「
名
前
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
」「
概
要
は
知
っ
て
い
る
」
と

い
う
人
は
多
い
と
思
う
が
、
令
和
５
年

度
改
正
の
内
容
ま
で
理
解
し
て
い
る
人

は
ま
だ
少
な
い
。
そ
こ
で
、
両
制
度
の

改
正
に
携
わ
っ
た
財
務
省
担
当
官
に
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

〈特別特別寄寄稿稿〉 〉 財務財務省省担担当当官官がが分分かかりりややすすくく解説解説

イインンボボイスイス＆＆電電帳帳法法
令和和５５年年度税度税制制改改正正でで
こうこう変変わわるる
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2023.629

インボイス&電帳法
令和5年度税制改正でこう変わる

特
集
２

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

税
率
ご
と
の
売
り
上
げ
さ
え
把
握
で
き

れ
ば
申
告
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
単
一
税

率
の
売
り
上
げ
し
か
な
い
方
は
売
り
上

げ
さ
え
把
握
で
き
れ
ば
申
告
で
き
ま
す
。

税
負
担
の
点
で
も
、
免
税
事
業
者
の
多

く
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
し
て
お
り
、サ
ー

ビ
ス
業
の
み
な
し
仕
入
率
が
５
割
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
く
の
方
の
負

し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
分
の
間
、
少
額

な
取
引
に
つ
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑶
少
額
な
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義

務
免
除

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
に
当
た

り
、
売
り
手
が
負
担
す
る
振
込
手
数
料

の
扱
い
に
つ
い
て
も
多
く
の
懸
念
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
全

て
の
方
を
対
象
に
、
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス

の
交
付
義
務
を
見
直
し
、
税
込
１
万
円

未
満
の
値
引
き
や
返
品
な
ど
に
つ
い
て

は
、
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
を

免
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
⑵
の

少
額
特
例
と
異
な
り
、
こ
れ
に
は
適
用

対
象
者
に
制
限
や
適
用
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
振
込
手
数
料
に
つ
い
て
、
支

払
手
数
料
と
し
て
処
理
す
る
場
合
の
取

り
扱
い
な
ど
、
後
述
の
財
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
Q
&
A
で
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑷
登
録
制
度
の
見
直
し

現
在
、
免
税
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
制

度
が
始
ま
る
ま
で
様
子
見
さ
れ
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
方

が
制
度
開
始
後
に
登
録
す
る
と
判
断
し

た
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
に
登
録
で
き
る
よ

う
、
登
録
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
登
録
申
請
書
に
記
載

す
る
「
登
録
希
望
日
」
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、「
登
録
希

望
日
」
は
申
請
日
か
ら
15
日
以
上
空
け

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３

お
わ
り
に

こ
れ
ら
の
負
担
軽
減
措
置
の
ほ
か
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
補
助
金（
持

続
化
補
助
金
、
I
T
導
入
補
助
金
）
も

あ
り
ま
す
。
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
負
担
軽
減
措
置
の
Q
&
A
を
含
む

詳
細
情
報
や
補
助
金
を
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。冒

頭
に
も
申
し
上
げ
た
通
り
、
非
常

に
多
く
の
人
が
登
録
申
請
を
し
て
お
り
、

課
税
事
業
者
全
体
に
占
め
る
登
録
申
請

の
割
合
は
９
割
を
超
え
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
の
政
府
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
税
制
改

正
の
内
容
を
小
規
模
な
事
業
者
ま
で
お

届
け
し
つ
つ
、
制
度
の
認
知
を
広
げ
、

丁
寧
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
強
化
し
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
に

万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
が
皆
さ
ま

の
準
備
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

⑵
少
額
特
例

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
後
、
６

年
間
は
、
２
年
前
の
売
り
上
げ
が
１
億

円
以
下
の
事
業
者
が
行
う
税
込
１
万
円

未
満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
な
く
と
も
仕
入
税

額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま

１
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
執
行
当
局
に

お
け
る
柔
軟
な
対
応

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
売
り
手
は

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
、
買
い
手
は
イ

ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す
る
こ
と
で
仕
入
税

額
控
除
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
お
使
い
の
請
求
書
に
、
①

登
録
番
号
②
適
用
税
率
③
消
費
税
額
を

追
加
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
「
現
在
お
使
い
の
請
求
書
」
と
表

現
し
ま
し
た
が
、
こ
の
請
求
書
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
消
費
税
法
に
お
け
る
「
請

求
書
等
の
記
載
事
項
」
を
意
識
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た

中
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
こ
と

で
、
改
め
て
こ
の
「
記
載
事
項
」
に
着

目
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ

の
点
に
関
し
、
先
日
の
国
会
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

資
料
１
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
も
軽
微

な
「
記
載
事
項
」
に
着
目
し
た
調
査
は

実
施
し
て
い
な
く
、
そ
れ
は
今
後
も
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
税
庁

と
し
て
も
、
ま
ず
は
制
度
の
定
着
を
重

要
視
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
と
の

姿
勢
が
う
か
が
え
る
答
弁
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
、
制
度
の
開
始
時
に
完
璧

な
形
で
対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
理

想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
神
経

平
素
よ
り
税
務
行
政
へ
の
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
年
10

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
４
月
末
時
点
に

お
け
る
登
録
申
請
件
数
は
３
３
４
万
件

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
普
段
の
生
活
で

も
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
た
レ
シ
ー
ト

や
領
収
書
を
手
に
取
る
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
い

て
は
制
度
対
応
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
令

和
５
年
度
改
正
で
措
置
さ
れ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減
措
置
を
中
心
に

ご
説
明
し
ま
す
。

本
稿
で
は
「
分
か
り
や
す
さ
・
読
み

や
す
さ
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
の
で
、

情
報
の
正
確
性
や
網
羅
性
に
欠
け
る
部

分
も
あ
り
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、

筆
者
個
人
の
見
解
と
な
り
ま
す
。

質
に
捉
え
る
必
要
は
な
く
、
仮
に
制
度

が
始
ま
っ
て
か
ら
誤
り
に
気
付
い
て
も
、

そ
の
都
度
見
直
し
て
い
け
ば
い
い
、
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減
措

置
に
つ
い
て

さ
ら
に
円
滑
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

移
行
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
と
な
る
免
税
事
業
者
へ
の
特
例

な
ど
、
令
和
５
年
度
改
正
で
次
の
負
担

軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑴
２
割
特
例

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
に
当
た

り
、
最
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
懸
念
が
、

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
と
な
っ
た
場
合
の
税
負
担
の
転
嫁
の

難
し
さ
や
事
務
負
担
で
し
た
。
こ
れ
を

可
能
な
限
り
緩
和
す
る
た
め
に
、
今
般
、

売
上
税
額
の
２
割
を
納
税
額
と
で
き
る

特
例
を
３
年
間
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
「
２
割
を
納
税
額
と
で
き
る
」

と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
売
上
税
額
か

ら
８
割
の
税
額
控
除
を
行
う
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
簡
易
課
税
に
お
け
る
業
種

の
把
握
や
そ
の
仕
分
け
は
不
要
で
す（
そ

の
た
め
申
告
書
も
簡
素
に
！
）。
ま
た
、

確
定
申
告
時
に
選
択
適
用
で
き
る
た
め
、

簡
易
課
税
の
よ
う
な
事
前
の
届
け
出
も

な
く
、
大
幅
に
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ

インボイス制度への対応や

2011年に国税庁に入庁。国税庁、税務署、経
済産業省での勤務を経て19年７月から現職。
現職では、消費税制度全般を担当し、令和５
年度税制改正の見直しを含め、軽減税率・イ
ンボイス制度に関する企画・立案を主導。自
身もさまざまな業界・業種に向けて300回を
超えるインボイス制度の説明会の講師を担当
し、１万5000人以上が受講

佐々木 辰実（ささき・たつみ）

財務省主税局税制第二課　課長補佐

令和５年２月１０日 衆議院・財務金融委員会における 
インボイスの不備に関する答弁（抜粋）

（鈴木財務大臣）
国税当局が行います税務調査につきましては、大口で悪質な不正計
算が想定されるなど、調査必要度の高い納税者を対象としていると
ころでありまして、これまでも、請求書等の保存書類についてなどの
軽微な記載事項の不足を確認するための税務調査は実施していない、
そのように承知をしております。インボイス制度導入後も、こうした
方針に特に変更はないと聞いております。

（星屋国税庁次長）
国税庁といたしましては、インボイス制度について、制度の定着を図
るため、調査の過程でインボイスの記載不備を把握したとしても、イ
ンボイスだけでなく他の書類等を確認するなど柔軟に対応していくと
いうことで考えてございます。

財務省HPは
こちら

資料１ 令和５年度税制改正でこう変わる

負担軽減措置について
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る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

税
率
ご
と
の
売
り
上
げ
さ
え
把
握
で
き

れ
ば
申
告
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
単
一
税

率
の
売
り
上
げ
し
か
な
い
方
は
売
り
上

げ
さ
え
把
握
で
き
れ
ば
申
告
で
き
ま
す
。

税
負
担
の
点
で
も
、
免
税
事
業
者
の
多

く
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
し
て
お
り
、サ
ー

ビ
ス
業
の
み
な
し
仕
入
率
が
５
割
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
く
の
方
の
負

し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
分
の
間
、
少
額

な
取
引
に
つ
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑶
少
額
な
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義

務
免
除

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
に
当
た

り
、
売
り
手
が
負
担
す
る
振
込
手
数
料

の
扱
い
に
つ
い
て
も
多
く
の
懸
念
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
全

て
の
方
を
対
象
に
、
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス

の
交
付
義
務
を
見
直
し
、
税
込
１
万
円

未
満
の
値
引
き
や
返
品
な
ど
に
つ
い
て

は
、
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
を

免
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
⑵
の

少
額
特
例
と
異
な
り
、
こ
れ
に
は
適
用

対
象
者
に
制
限
や
適
用
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
振
込
手
数
料
に
つ
い
て
、
支

払
手
数
料
と
し
て
処
理
す
る
場
合
の
取

り
扱
い
な
ど
、
後
述
の
財
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
Q
&
A
で
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑷
登
録
制
度
の
見
直
し

現
在
、
免
税
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
制

度
が
始
ま
る
ま
で
様
子
見
さ
れ
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
方

が
制
度
開
始
後
に
登
録
す
る
と
判
断
し

た
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
に
登
録
で
き
る
よ

う
、
登
録
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
登
録
申
請
書
に
記
載

す
る
「
登
録
希
望
日
」
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、「
登
録
希

望
日
」
は
申
請
日
か
ら
15
日
以
上
空
け

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
　
お
わ
り
に

こ
れ
ら
の
負
担
軽
減
措
置
の
ほ
か
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
補
助
金（
持

続
化
補
助
金
、
I
T
導
入
補
助
金
）
も

あ
り
ま
す
。
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
負
担
軽
減
措
置
の
Q
&
A
を
含
む

詳
細
情
報
や
補
助
金
を
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。冒

頭
に
も
申
し
上
げ
た
通
り
、
非
常

に
多
く
の
人
が
登
録
申
請
を
し
て
お
り
、

課
税
事
業
者
全
体
に
占
め
る
登
録
申
請

の
割
合
は
９
割
を
超
え
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
の
政
府
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
税
制
改

正
の
内
容
を
小
規
模
な
事
業
者
ま
で
お

届
け
し
つ
つ
、
制
度
の
認
知
を
広
げ
、

丁
寧
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
強
化
し
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
に

万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
が
皆
さ
ま

の
準
備
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

⑵
少
額
特
例

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
後
、
６

年
間
は
、
２
年
前
の
売
り
上
げ
が
１
億

円
以
下
の
事
業
者
が
行
う
税
込
１
万
円

未
満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
な
く
と
も
仕
入
税

額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま

１

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
執
行
当
局
に

お
け
る
柔
軟
な
対
応

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
売
り
手
は

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
、
買
い
手
は
イ

ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す
る
こ
と
で
仕
入
税

額
控
除
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
お
使
い
の
請
求
書
に
、
①

登
録
番
号
②
適
用
税
率
③
消
費
税
額
を

追
加
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

平
素
よ
り
税
務
行
政
へ
の
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
年
10

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
４
月
末
時
点
に

お
け
る
登
録
申
請
件
数
は
３
３
４
万
件

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
普
段
の
生
活
で

も
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
た
レ
シ
ー
ト

や
領
収
書
を
手
に
取
る
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
い

質
に
捉
え
る
必
要
は
な
く
、
仮
に
制
度

が
始
ま
っ
て
か
ら
誤
り
に
気
付
い
て
も
、

そ
の
都
度
見
直
し
て
い
け
ば
い
い
、
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減
措

置
に
つ
い
て

さ
ら
に
円
滑
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

移
行
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

度への対応や
措置について

令和５年２月１０日　衆議院・財務金融委員会における 
インボイスの不備に関する答弁（抜粋）

（鈴木財務大臣）
国税当局が行います税務調査につきましては、大口で悪質な不正計
算が想定されるなど、調査必要度の高い納税者を対象としていると
ころでありまして、これまでも、請求書等の保存書類についてなどの
軽微な記載事項の不足を確認するための税務調査は実施していない、
そのように承知をしております。インボイス制度導入後も、こうした
方針に特に変更はないと聞いております。

（星屋国税庁次長）
国税庁といたしましては、インボイス制度について、制度の定着を図
るため、調査の過程でインボイスの記載不備を把握したとしても、イ
ンボイスだけでなく他の書類等を確認するなど柔軟に対応していくと
いうことで考えてございます。

財務省HPは
こちら

資料１ 改正でこう変わる

インボイス＆電帳法
令和5年度税制改正でこう変わる
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特
集
２

平
素
よ
り
税
制
・
税
務
行
政
へ
の
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
に
つ
い

て
は
、令
和
３
年
度
改
正
で
、
経
済
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏
ま
え
、経
理
の
電
子

化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
、ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
な
ど

の
活
用
に
よ
る
記
帳
水
準
の
向
上
に
資

す
る
観
点
か
ら
、国
税
関
係
帳
簿
書
類

を
電
子
的
に
保
存
す
る
際
の
手
続
き
を

抜
本
的
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
さ

ら
に
、
税
務
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
優

良
な
電
子
帳
簿
の
普
及
・
一
般
化
な
ど

に
資
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

令
和
５
年
度
改
正
で
措
置
さ
れ
た
事
項

を
中
心
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆

者
個
人
の
見
解
と
な
り
ま
す
。

１
　
電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
係
る
電

磁
的
記
録
（
電
子
取
引
デ
ー
タ
）
の
保

存
制
度

ま
ず
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
で
す
。
令
和
３
年
度
改

正
に
お
い
て
、
電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
保
存
義
務
者
に
お
い
て
、
保
存

要
件
（
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
な
ど
の
改
ざ

ん
防
止
の
要
件
や
検
索
機
能
の
確
保
の

要
件
な
ど
）
に
従
っ
て
電
子
取
引
デ
ー

タ
（
原
本
）
の
ま
ま
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
点
、
令
和
４
年
度
改
正
に
お

い
て
、
2
0
2
2
年
１
月
１
日
か
ら

2
0
2
3
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
た
電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、
保
存

要
件
に
従
っ
て
保
存
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
た
出
力
書

面
の
提
示
・
提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ

と
を
も
っ
て
、
そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ

の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
対
応
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
事

業
者
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
現
行
の

経
過
措
置
は
、適
用
期
限
の
到
来
を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ
と
と
し
つ
つ
、
保
存
要

件
に
従
っ
て
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の

理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
（
事
前
手

続
き
不
要
）
に
は
、
出
力
書
面
の
提
示・

提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
に
加
え
、

そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
け
ば
、
保
存
要
件
を
不
要

と
し
て
、
そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保

存
を
可
能
と
す
る
猶
予
措
置
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
相
当
の
理
由
」
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
経
過
措
置
の
よ
う
に
必
ず
し
も

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、事
業
者
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟

に
猶
予
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
猶
予
措
置
の
適
用
ま
で
は

必
要
な
く
、
保
存
要
件
に
従
っ
て
保
存

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
保
存
要
件
の
一

つ
で
あ
る
「
検
索
機
能
の
確
保
の
要
件
」

に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
電
子
取
引

デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に
応

じ
る
こ
と
を
前
提
に
、
全
て
の
検
索
機

能
の
確
保
の
要
件
が
不
要
と
な
る
売
上

高
基
準
を
、
現
行
の
「
１
千
万
円
以
下
」

か
ら
「
５
千
万
円
以
下
」
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
た
書
面（
整

然
と
し
た
形
式
お
よ
び
明
瞭
な
状
態
で

出
力
さ
れ
、
取
引
年
月
日
や
取
引
先
ご

と
に
整
理
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の
提

示
・
提
出
の
求
め
お
よ
び
そ
の
電
子
取

引
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み

取
っ
た
際
の
情
報
（
解
像
度
・
階
調
・

大
き
さ
）
の
保
存
を
不
要
と
す
る
、
③

帳
簿
の
記
録
事
項
と
の
間
に
、
相
互
に

そ
の
関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
求
め
る
書
類
を
、「
重
要
書
類
」

に
限
定
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

３

電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

最
後
に
、
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

に
つ
い
て
で
す
。
図
表
２
に
あ
る
通
り
、

令
和
３
年
度
改
正
に
お
い
て
、
事
後
検

証
可
能
性
の
高
い
電
子
帳
簿
に
つ
い
て

は
、
優
良
な
電
子
帳
簿
と
し
て
過
少
申

告
加
算
税
の
軽
減
措
置
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
つ

つ
、
そ
の
他
の
電
子
帳
簿
に
つ
い
て
も
、

正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
う
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
電
子
帳
簿

と
し
て
電
子
デ
ー
タ
の
ま
ま
保
存
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
信

頼
性
の
高
い
電
子
帳
簿
へ
の
さ
ら
な
る

移
行
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
過
少
申
告

加
算
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
優

良
な
電
子
帳
簿
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲

を
合
理
化
・
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
普
及
・
一
般
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

以
上
、
令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て

は
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
全
般
を
見
直

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
、
税

務
関
係
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通

じ
、適
正・公
平
な
課
税
の
実
現
に
加
え
、

事
業
者
な
ど
に
お
け
る
経
営
状
態
の
可

視
化
に
よ
る
経
営
力
の
強
化
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
の
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
が
皆

さ
ま
の
制
度
へ
の
理
解
や
準
備
の
一
助

と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

２

ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度

次
に
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
に
つ
い

て
は
、
要
件
の
緩
和
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
①
国
税
関
係
書
類
に
係
る

記
録
事
項
の
入
力
（
読
み
取
り
）
を
行

う
者
な
ど
の
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
を
不
要
と
す
る
、
②

る
と
き
は
、
全
て
の
検
索
機
能
の
確
保

の
要
件
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

見
直
し
後
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保

存
方
法
は
、
図
表
１
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

電子帳簿等保存制度の
見直しについて

2005年に国税庁に入庁。国税庁、国税局、税
務署、財務省主計局、内閣官房（マイナンバー
制度担当）、在上海日本国総領事館（日系企業
支援担当）での勤務を通じ、22年７月から現
職。税務調査や確定申告などに関する施策の
企画・立案、税務署での現場運営といった執
行当局での実務経験を生かし、現職では、電
子帳簿等保存制度をはじめ、納税環境整備に
関する税制改正を担当

田代 浩（たしろ・ひろし）

財務省主税局税制第一課　課長補佐

図表１：見直し後の電子取引の取引情報に係る電磁的記録（電子取引データ）の保存方法のイメージ

図表２：電子帳簿等保存制度改正の考え方（令和３年度改正）

帳簿の作成方法 令和３年度改正前 令和３年度改正後

電子帳簿等保存制度の改正の考え方（令和３年度改正）

訂正・削除・追
加の履歴（トレー

サビリティ）の確保
などを備えた帳
簿データ

訂正・削
除・追加の
履歴の確保
などを備え
ていない帳
簿データ

会計
ソフト
有

会計
ソフト
無

手書きの
紙帳簿

電子帳簿
・事前承認が必要
・青色申告特別控除

の上乗せ(５５万円⇒６５万円)

複 式
簿 記

単 式
簿 記

電子データ自体は
税法上の「帳簿の
保存」には非該当

⇒電子データを印刷
し、「紙帳簿」と
して保存する必要

優良な電子帳簿
・事前承認が不要
・青色申告特別控除の上乗せ

(５５万円⇒６５万円) 

・過少申告加算税５％軽減

その他の電子帳簿
税法上の「帳簿の保存」に該当
⇒「紙帳簿」としての保存が不要

複 式
簿 記 複 式

簿 記

複 式
簿 記

《優良な電子帳簿の意義》

・経営状態の可視化による経営力強化

・金融機関などの取引先に対する信頼
　度の向上
・税務調査などへの対応に係る事務負
　担などの軽減

手書きの紙帳簿

○事前承認が不要
○要件の大幅緩和
○電子帳簿保存の裾野拡大
○経理・記帳コストの削減

⇒ 複式簿記の普及促進

手書きの
紙帳簿

電子的に作成された帳簿（紙帳簿扱い） 単式簿記

保存方法 対　象 検索機能の
確保の要件 その他の要件

①
（原則）

制限なし 必　要
・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件

② 新たな猶予措置適用者 不　要
・出力書面の提示・提出の求めに応じる
・ダウンロードの求めに応じる

③
売上高が「５千万円以下」
の事業者

不　要
・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件
・ダウンロードの求めに応じる

④ 制限なし 不　要

・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件
・�出力書面（日付などごとに整理必要）の提示・
提出の求めに応じる
・ダウンロードの求めに応じる

令和５年度税制改正でこう変わる



鳥取商工会議所報
VOL750.2023.8.15

11

2023.6 30

インボイス&電帳法
令和5年度税制改正でこう変わる

平
素
よ
り
税
制
・
税
務
行
政
へ
の
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
に
つ
い

て
は
、令
和
３
年
度
改
正
で
、
経
済
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏
ま
え
、経
理
の
電
子

化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
、ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
な
ど

の
活
用
に
よ
る
記
帳
水
準
の
向
上
に
資

す
る
観
点
か
ら
、国
税
関
係
帳
簿
書
類

を
電
子
的
に
保
存
す
る
際
の
手
続
き
を

抜
本
的
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
さ

ら
に
、
税
務
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
優

良
な
電
子
帳
簿
の
普
及
・
一
般
化
な
ど

に
資
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

令
和
５
年
度
改
正
で
措
置
さ
れ
た
事
項

を
中
心
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆

者
個
人
の
見
解
と
な
り
ま
す
。

１

電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
係
る
電

磁
的
記
録
（
電
子
取
引
デ
ー
タ
）
の
保

存
制
度

ま
ず
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
で
す
。
令
和
３
年
度
改

正
に
お
い
て
、
電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
保
存
義
務
者
に
お
い
て
、
保
存

要
件
（
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
な
ど
の
改
ざ

ん
防
止
の
要
件
や
検
索
機
能
の
確
保
の

要
件
な
ど
）
に
従
っ
て
電
子
取
引
デ
ー

タ
（
原
本
）
の
ま
ま
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
点
、
令
和
４
年
度
改
正
に
お

い
て
、
2
0
2
2
年
１
月
１
日
か
ら

2
0
2
3
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
た
電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、
保
存

要
件
に
従
っ
て
保
存
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
た
出
力
書

面
の
提
示
・
提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ

と
を
も
っ
て
、
そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ

の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
対
応
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
事

業
者
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
現
行
の

経
過
措
置
は
、適
用
期
限
の
到
来
を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ
と
と
し
つ
つ
、
保
存
要

件
に
従
っ
て
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の

理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
（
事
前
手

続
き
不
要
）
に
は
、
出
力
書
面
の
提
示・

提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
に
加
え
、

そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
け
ば
、
保
存
要
件
を
不
要

と
し
て
、
そ
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保

存
を
可
能
と
す
る
猶
予
措
置
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
相
当
の
理
由
」
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
経
過
措
置
の
よ
う
に
必
ず
し
も

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、事
業
者
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟

に
猶
予
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
猶
予
措
置
の
適
用
ま
で
は

必
要
な
く
、
保
存
要
件
に
従
っ
て
保
存

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
保
存
要
件
の
一

つ
で
あ
る
「
検
索
機
能
の
確
保
の
要
件
」

に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
電
子
取
引

デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に
応

じ
る
こ
と
を
前
提
に
、
全
て
の
検
索
機

能
の
確
保
の
要
件
が
不
要
と
な
る
売
上

高
基
準
を
、
現
行
の
「
１
千
万
円
以
下
」

か
ら
「
５
千
万
円
以
下
」
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
た
書
面（
整

然
と
し
た
形
式
お
よ
び
明
瞭
な
状
態
で

出
力
さ
れ
、
取
引
年
月
日
や
取
引
先
ご

と
に
整
理
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の
提

示
・
提
出
の
求
め
お
よ
び
そ
の
電
子
取

引
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み

取
っ
た
際
の
情
報
（
解
像
度
・
階
調
・

大
き
さ
）
の
保
存
を
不
要
と
す
る
、
③

帳
簿
の
記
録
事
項
と
の
間
に
、
相
互
に

そ
の
関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
求
め
る
書
類
を
、「
重
要
書
類
」

に
限
定
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

３
　
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

最
後
に
、
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

に
つ
い
て
で
す
。
図
表
２
に
あ
る
通
り
、

令
和
３
年
度
改
正
に
お
い
て
、
事
後
検

証
可
能
性
の
高
い
電
子
帳
簿
に
つ
い
て

は
、
優
良
な
電
子
帳
簿
と
し
て
過
少
申

告
加
算
税
の
軽
減
措
置
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
つ

つ
、
そ
の
他
の
電
子
帳
簿
に
つ
い
て
も
、

正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
う
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
電
子
帳
簿

と
し
て
電
子
デ
ー
タ
の
ま
ま
保
存
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
信

頼
性
の
高
い
電
子
帳
簿
へ
の
さ
ら
な
る

移
行
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
過
少
申
告

加
算
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
優

良
な
電
子
帳
簿
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲

を
合
理
化
・
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
の
普
及
・
一
般
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

以
上
、
令
和
５
年
度
改
正
に
お
い
て

は
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
全
般
を
見
直

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
、
税

務
関
係
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通

じ
、適
正・公
平
な
課
税
の
実
現
に
加
え
、

事
業
者
な
ど
に
お
け
る
経
営
状
態
の
可

視
化
に
よ
る
経
営
力
の
強
化
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
の
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
が
皆

さ
ま
の
制
度
へ
の
理
解
や
準
備
の
一
助

と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

２
　
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度

次
に
、
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
に
つ
い

て
は
、
要
件
の
緩
和
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
①
国
税
関
係
書
類
に
係
る

記
録
事
項
の
入
力
（
読
み
取
り
）
を
行

う
者
な
ど
の
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
を
不
要
と
す
る
、
②

る
と
き
は
、
全
て
の
検
索
機
能
の
確
保

の
要
件
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

見
直
し
後
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保

存
方
法
は
、
図
表
１
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

電子帳簿等保存制度の
見直しについて

2005年に国税庁に入庁。国税庁、国税局、税
務署、財務省主計局、内閣官房（マイナンバー
制度担当）、在上海日本国総領事館（日系企業
支援担当）での勤務を通じ、22年７月から現
職。税務調査や確定申告などに関する施策の
企画・立案、税務署での現場運営といった執
行当局での実務経験を生かし、現職では、電
子帳簿等保存制度をはじめ、納税環境整備に
関する税制改正を担当

田代 浩（たしろ・ひろし）

財務省主税局税制第一課 課長補佐

図表１：見直し後の電子取引の取引情報に係る電磁的記録（電子取引データ）の保存方法のイメージ

図表２：電子帳簿等保存制度改正の考え方（令和３年度改正）

帳簿の作成方法 令和３年度改正前 令和３年度改正後

電子帳簿等保存制度の改正の考え方（令和３年度改正）

訂正・削除・追
加の履歴（トレー

サビリティ）の確保
などを備えた帳
簿データ

訂正・削
除・追加の
履歴の確保
などを備え
ていない帳
簿データ

会計
ソフト
有

会計
ソフト
無

手書きの
紙帳簿

電子帳簿
・事前承認が必要
・青色申告特別控除

の上乗せ(５５万円⇒６５万円)

複 式
簿 記

単 式
簿 記

電子データ自体は
税法上の「帳簿の
保存」には非該当

⇒電子データを印刷
し、「紙帳簿」と
して保存する必要

優良な電子帳簿
・事前承認が不要
・青色申告特別控除の上乗せ

(５５万円⇒６５万円) 

・過少申告加算税５％軽減

その他の電子帳簿
税法上の「帳簿の保存」に該当
⇒「紙帳簿」としての保存が不要

複 式
簿 記 複 式

簿 記

複 式
簿 記

《優良な電子帳簿の意義》

・経営状態の可視化による経営力強化

・金融機関などの取引先に対する信頼
度の向上

・税務調査などへの対応に係る事務負
担などの軽減

手書きの紙帳簿

○事前承認が不要
○要件の大幅緩和
○電子帳簿保存の裾野拡大
○経理・記帳コストの削減

⇒ 複式簿記の普及促進

手書きの
紙帳簿

電子的に作成された帳簿（紙帳簿扱い） 単式簿記

保存方法 対　象 検索機能の
確保の要件 その他の要件

①
（原則）

制限なし 必　要
・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件

② 新たな猶予措置適用者 不　要
・出力書面の提示・提出の求めに応じる
・ダウンロードの求めに応じる

③
売上高が「５千万円以下」
の事業者

不　要
・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件
・ダウンロードの求めに応じる

④ 制限なし 不　要

・改ざん防止の要件（タイムスタンプなど）
・見読可能装置の備付けなどの要件
・�出力書面（日付などごとに整理必要）の提示・�
提出の求めに応じる
・ダウンロードの求めに応じる

令和５年度税制改正でこう変わる

（
２
０
２
３
／
６ 

日
本
商
工
会
議
所
会
報
誌
「
石
垣
」
よ
り
転
載
）

インボイス＆電帳法
令和5年度税制改正でこう変わる
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検定試験なら、合否で習熟度が確認できる。 
基礎知識の習得や評価・昇格基準としても使いやすい。 

 

【お問い合わせ】 東京商工会議所検定センター https://kentei.tokyo-cci.or.jp/ 
 
 
 

  鳥取商工会議所 検定担当   http://www.tottori-cci.or.jp/ 
                                   TEL 0857-32-8004／FAX 0857-22-6939 



鳥取商工会議所報
VOL750.2023.8.15

13

検定試験なら、合否で習熟度が確認できる。 
基礎知識の習得や評価・昇格基準としても使いやすい。 

 

【お問い合わせ】 東京商工会議所検定センター https://kentei.tokyo-cci.or.jp/ 
 
 
 

  鳥取商工会議所 検定担当   http://www.tottori-cci.or.jp/ 
                                   TEL 0857-32-8004／FAX 0857-22-6939 



鳥取商工会議所報
VOL750.2023.8.15

14

295
〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
先
月
は
全
国
で
豪
雨
や
突
風
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
取
市
に
お
い
て
も
7
月
13
日
に
は

朝
か
ら
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
建
物

の
浸
水
、至
る
所
で
の
道
路
の
冠
水
等
、大
き
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
防
災
意
識
を
高
め
、
も
し
も
に

備
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
、
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
く
、笑
顔
と

平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
今
年
度
も
よ
り
住
み

や
す
い
鳥
取
を
目
指
し
政
策
提
言
を
行
う
予
定

に
し
て
お
り
現
在
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
7
月
例
会
は
政
策
提
言
委
員
会
の

担
当
で
中
心
市
街
地
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
場
所
に
あ
る
鳥
取
シ
ネ
マ
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
以
前
は
鳥
取
市
に
も
10
カ
所
を
超
え
る
映
画

館
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
こ
の
鳥
取
シ

ネ
マ
が
鳥
取
で
唯
一
の
映
画
館
と
な
り
ま
し

た
。

　
3
年
前
は
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
い
る

の
は
珍
し
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
今
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
と
な
り
、
映
画
は
映
画
館
に
行
か

ず
に
配
信
で
見
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し

た
。

　
映
画
が
始
ま
る
前
の
あ
か
り
が
次
第
に
消
え

て
い
く
緊
張
感
。
静
け
さ
の
中
で
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
食
べ
る
ワ
ク
ワ
ク
感
。
大
画
面
の
前
で
観

客
全
員
が
同
じ
感
動
を
共
有
し
合
う
興
奮
。
こ

れ
ら
も
全
て
、
映
画
館
な
ら
で
は
の
体
験
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
映
画
上
映
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気

の
中
、
過
去
に
行
っ
た
提
言
の
振
り
返
り
、
中

心
市
街
地
の
問
題
点
の
共
有
、『
私
の
好
き
な
鳥

取
の
〇
〇
』
の
お
題
で
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
リ

レ
ー
の
上
映
と
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し

た
内
容
、
例
会
の
次
第
は
暗
い
映
画
館
で
も
確

認
出
来
る
様
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
、
例
会
を
開
催
に
あ
た
り
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
策
提
言
委
員
会

の
新
た
な
挑
戦
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
7
月
23
日
に
は
、
久
松
山
・
鳥
取
城
跡
の
整

備
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
7
月
9
日
に
は
鳥
取
城
跡
の
中
ノ
御
門
渡
櫓

門
の
上
棟
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
着
実
に
復
元

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
た
だ
復
元

す
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
2
年
前
に

『C
IV

IC
P

R
ID

E

〜
鳥
取
市
民
み
ん
な
で
鳥
取

城
跡
を
地
域
の
誇
り
に
〜
』
と
提
言
致
し
ま
し

た
。

　
歴
史
的
価
値
が
高
く
織
田
信
長
に
は
堅
固
な

名
城
と
評
さ
れ
た
鳥
取
城
跡
に
、
ほ
か
の
だ
れ

で
も
な
い
私
た
ち
市
民
が
愛
着
を
持
ち
、
地
域

の
誇
り
に
な
る
場
所
を
目
指
し
今
年
度
も
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
多
く
の
高
校
生
も
参
加
し
、
鳥
取
市

文
化
財
課
の
細
田
様
に
歴
史
等
の
ご
講
演
頂
い

た
あ
と
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
を
担
う
若
い
世
代
を
含
む
参
加
し
た
皆

様
が
よ
り
鳥
取
城
跡
に
関
心
を
持
ち
、
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
確
信
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
鳥
取
城
跡
三
階
櫓

復
元
に
向
け
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 8月１5日
鳥取商工会議所青年部
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令
和
5
年
7
月
12
日
（
水
）
政
策
提
言
委
員
会
が
担
当
す
る
7
月

例
会
が
鳥
取
シ
ネ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
委
員
会
テ
ー
マ
は
、
鳥
取
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
た
提
言
で
す
。

　
政
策
提
言
と
聞
く
と
ど
う
し
て
も
硬
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
心

掛
け
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
娯
楽
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ
る
鳥
取
シ
ネ

マ
を
会
場
に
選
び
ま
し
た
。

　
鳥
取
シ
ネ
マ
は
レ
ト
ロ
で
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
ま
る
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
会

員
か
ら
は
「
久
々
に
来
た
」「
懐
か
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
会
員
数
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
が
多
い
た
め
、
過
去
の
提
言
を
知
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で

ま
ず
、
過
去
5
年
間
の
提
言
内
容
を
ま
と
め
た
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し

ま
し
た
。
次
に
、
鳥
取
の
中
心
市
街
地
の
現
状
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
中
心
市
街
地
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
鳥
取
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
リ
レ
ー

ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
ま
し
た
。こ
の
ム
ー
ビ
ー
に
は
会
員
の
8
割
以
上

が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
鳥
取
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
例
会
が
鳥
取
の
明
る
い
未
来
に
向
け
た
一
歩
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
西
川 

征
和

例会の様子

45周年大会の案内

７
月・政
策
提
言
委
員
会
シ
ネ
マ
例
会
開
催

７
月・政
策
提
言
委
員
会
シ
ネ
マ
例
会
開
催

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
（
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
主
催
の
因
幡
千
本

桜
動
画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
3
の
入
賞
作
品
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
掲
載
期
間
は
7
月
1
日
よ
り
15
日
ま
で
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館

内
に
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
三
脚
を
か
り
て
照
明
の
配
置
を
行
い
、
作
品
の
位
置
を

は
か
り
な
が
ら
決
め
ま
し
た
。
よ
り
良
い
展
示
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
素
敵
な
写
真
が
大
き
く
印
刷
さ
れ
花
見
を
楽
し
ん

で
い
る
様
々
な
シ
ー
ン
が
切
り
取
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
毎
年
展

示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
来
年
以
降
も
展
示
期
間

に
現
地
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

フ
ォ
ト
コ
ン
入
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
展
示
会

フ
ォ
ト
コ
ン
入
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
展
示
会

鳥
取
Ｓ
Ｅ
Ｇ
２
０
２
３

〜Sports Exchange Games

〜 

開
催

　
令
和
5
年
6
月
25
日
（
日
）
に
岩
美
町
の
岩
美
町
民
体
育
館
に
て
「
鳥

取
Ｓ
Ｅ
Ｇ
2
0
2
3
〜Sports Exchange G

am
es

〜
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
猛
暑
と
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
環
境
の
中
、
約
60
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
競
技
内
容
は
二
委
員
会
合
同
チ
ー
ム
を
4
チ
ー
ム
結
成
し
、
キ
ン
ボ
ー

ル
転
が
し
リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
キ
ン
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
計

4
種
目
を
対
抗
戦
形
式
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
競
技
開
始
早
々
、
参
加
者
同
士
が
一
致

団
結
し
、
声
を
掛
け
合
っ
た
り
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
交
わ
す
様
子
も
見
ら
れ
、
会
員
同
士

の
新
た
な
交
流
と
絆
を
深
め
る
機
会
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
終
了
後
に
は

鳥
取
市
内
の
カ
フ
ェ
ソ
ー
ス
バ
ン
ケ
ッ
ト

に
て
懇
親
会
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
余
韻

に
浸
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
激
戦
の
上
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は

「
会
員
増
強
・
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
」
チ
ー

ム
の
皆
さ
ま
で
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
会
員
交
流
委
員
会
は
、
会
員
の

皆
さ
ま
一
人
一
人
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
楽
し

さ
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
更
な
る

活
動
の
推
進
と
会
員
同
士
の
新
た
な
交
流

と
絆
の
創
出
を
目
的
と
し
て
、
今
後
も
引

き
続
き
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
事
業
開
催
に
あ
た
り
、
ご

参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
お

よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

集合写真 表彰式と懇親会

展示の様子

鳥取市立中央図書館内にて
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〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
先
月
は
全
国
で
豪
雨
や
突
風
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
取
市
に
お
い
て
も
7
月
13
日
に
は

朝
か
ら
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
建
物

の
浸
水
、至
る
所
で
の
道
路
の
冠
水
等
、大
き
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
防
災
意
識
を
高
め
、
も
し
も
に

備
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
、
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
く
、笑
顔
と

平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
今
年
度
も
よ
り
住
み

や
す
い
鳥
取
を
目
指
し
政
策
提
言
を
行
う
予
定

に
し
て
お
り
現
在
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
7
月
例
会
は
政
策
提
言
委
員
会
の

担
当
で
中
心
市
街
地
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
場
所
に
あ
る
鳥
取
シ
ネ
マ
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
以
前
は
鳥
取
市
に
も
10
カ
所
を
超
え
る
映
画

館
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
こ
の
鳥
取
シ

ネ
マ
が
鳥
取
で
唯
一
の
映
画
館
と
な
り
ま
し

た
。

　
3
年
前
は
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
い
る

の
は
珍
し
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
今
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
と
な
り
、
映
画
は
映
画
館
に
行
か

ず
に
配
信
で
見
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し

た
。

　
映
画
が
始
ま
る
前
の
あ
か
り
が
次
第
に
消
え

て
い
く
緊
張
感
。
静
け
さ
の
中
で
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
食
べ
る
ワ
ク
ワ
ク
感
。
大
画
面
の
前
で
観

客
全
員
が
同
じ
感
動
を
共
有
し
合
う
興
奮
。
こ

れ
ら
も
全
て
、
映
画
館
な
ら
で
は
の
体
験
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
映
画
上
映
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気

の
中
、
過
去
に
行
っ
た
提
言
の
振
り
返
り
、
中

心
市
街
地
の
問
題
点
の
共
有
、『
私
の
好
き
な
鳥

取
の
〇
〇
』
の
お
題
で
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
リ

レ
ー
の
上
映
と
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し

た
内
容
、
例
会
の
次
第
は
暗
い
映
画
館
で
も
確

認
出
来
る
様
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
、
例
会
を
開
催
に
あ
た
り
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
策
提
言
委
員
会

の
新
た
な
挑
戦
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
7
月
23
日
に
は
、
久
松
山
・
鳥
取
城
跡
の
整

備
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
7
月
9
日
に
は
鳥
取
城
跡
の
中
ノ
御
門
渡
櫓

門
の
上
棟
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
着
実
に
復
元

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
た
だ
復
元

す
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
2
年
前
に

『C
IV

IC
P

R
ID

E

〜
鳥
取
市
民
み
ん
な
で
鳥
取

城
跡
を
地
域
の
誇
り
に
〜
』
と
提
言
致
し
ま
し

た
。

　
歴
史
的
価
値
が
高
く
織
田
信
長
に
は
堅
固
な

名
城
と
評
さ
れ
た
鳥
取
城
跡
に
、
ほ
か
の
だ
れ

で
も
な
い
私
た
ち
市
民
が
愛
着
を
持
ち
、
地
域

の
誇
り
に
な
る
場
所
を
目
指
し
今
年
度
も
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
多
く
の
高
校
生
も
参
加
し
、
鳥
取
市

文
化
財
課
の
細
田
様
に
歴
史
等
の
ご
講
演
頂
い

た
あ
と
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
を
担
う
若
い
世
代
を
含
む
参
加
し
た
皆

様
が
よ
り
鳥
取
城
跡
に
関
心
を
持
ち
、
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
確
信
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
鳥
取
城
跡
三
階
櫓

復
元
に
向
け
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 8月１5日
鳥取商工会議所青年部
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令
和
5
年
7
月
12
日
（
水
）
政
策
提
言
委
員
会
が
担
当
す
る
7
月

例
会
が
鳥
取
シ
ネ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
委
員
会
テ
ー
マ
は
、
鳥
取
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
た
提
言
で
す
。

　
政
策
提
言
と
聞
く
と
ど
う
し
て
も
硬
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
心

掛
け
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
娯
楽
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ
る
鳥
取
シ
ネ

マ
を
会
場
に
選
び
ま
し
た
。

　
鳥
取
シ
ネ
マ
は
レ
ト
ロ
で
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
ま
る
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
会

員
か
ら
は
「
久
々
に
来
た
」「
懐
か
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
会
員
数
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
が
多
い
た
め
、
過
去
の
提
言
を
知
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で

ま
ず
、
過
去
5
年
間
の
提
言
内
容
を
ま
と
め
た
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し

ま
し
た
。
次
に
、
鳥
取
の
中
心
市
街
地
の
現
状
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
中
心
市
街
地
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
鳥
取
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
リ
レ
ー

ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
ま
し
た
。こ
の
ム
ー
ビ
ー
に
は
会
員
の
8
割
以
上

が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
鳥
取
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
例
会
が
鳥
取
の
明
る
い
未
来
に
向
け
た
一
歩
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
西
川 

征
和

例会の様子

45周年大会の案内

７
月・政
策
提
言
委
員
会
シ
ネ
マ
例
会
開
催

７
月・政
策
提
言
委
員
会
シ
ネ
マ
例
会
開
催

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
（
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
主
催
の
因
幡
千
本

桜
動
画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
3
の
入
賞
作
品
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
掲
載
期
間
は
7
月
1
日
よ
り
15
日
ま
で
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館

内
に
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
三
脚
を
か
り
て
照
明
の
配
置
を
行
い
、
作
品
の
位
置
を

は
か
り
な
が
ら
決
め
ま
し
た
。
よ
り
良
い
展
示
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
素
敵
な
写
真
が
大
き
く
印
刷
さ
れ
花
見
を
楽
し
ん

で
い
る
様
々
な
シ
ー
ン
が
切
り
取
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
毎
年
展

示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
来
年
以
降
も
展
示
期
間

に
現
地
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

フ
ォ
ト
コ
ン
入
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
展
示
会

フ
ォ
ト
コ
ン
入
賞
作
品

　
　
　
　
　
　
　
展
示
会

鳥
取
Ｓ
Ｅ
Ｇ
２
０
２
３

〜Sports Exchange Games

〜 

開
催

　
令
和
5
年
6
月
25
日
（
日
）
に
岩
美
町
の
岩
美
町
民
体
育
館
に
て
「
鳥

取
Ｓ
Ｅ
Ｇ
2
0
2
3
〜Sports Exchange G

am
es

〜
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
猛
暑
と
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
環
境
の
中
、
約
60
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
競
技
内
容
は
二
委
員
会
合
同
チ
ー
ム
を
4
チ
ー
ム
結
成
し
、
キ
ン
ボ
ー

ル
転
が
し
リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
キ
ン
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
計

4
種
目
を
対
抗
戦
形
式
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
競
技
開
始
早
々
、
参
加
者
同
士
が
一
致

団
結
し
、
声
を
掛
け
合
っ
た
り
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
交
わ
す
様
子
も
見
ら
れ
、
会
員
同
士

の
新
た
な
交
流
と
絆
を
深
め
る
機
会
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
終
了
後
に
は

鳥
取
市
内
の
カ
フ
ェ
ソ
ー
ス
バ
ン
ケ
ッ
ト

に
て
懇
親
会
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
余
韻

に
浸
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
激
戦
の
上
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は

「
会
員
増
強
・
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
」
チ
ー

ム
の
皆
さ
ま
で
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
会
員
交
流
委
員
会
は
、
会
員
の

皆
さ
ま
一
人
一
人
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
楽
し

さ
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
更
な
る

活
動
の
推
進
と
会
員
同
士
の
新
た
な
交
流

と
絆
の
創
出
を
目
的
と
し
て
、
今
後
も
引

き
続
き
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
事
業
開
催
に
あ
た
り
、
ご

参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
お

よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

集合写真 表彰式と懇親会

展示の様子

鳥取市立中央図書館内にて
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６
月
14
日
（
水
）、
県
下
４
商
工

会
議
所
女
性
会
か
ら
58
名
の
会
員
が

倉
吉
市
の
打
吹
回
廊
に
一
堂
に
会

し
、
３
年
振
り
に
会
員
交
流
会
が
リ

ア
ル
開
催
さ
れ
た
。

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
・
中
井
英
子
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
開
催
地
倉
吉
の
小

林
会
長
は
「
食
べ
て
、し
ゃ
べ
っ

て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
と
力
強

く
話
さ
れ
た
。
倉
吉
商
工
会
議

所
・
太
田
英
二
副
会
頭
よ
り
祝

辞
を
頂
き
、
各
地
女
性
会
の
活

動
報
告
が
あ
っ
た
。
鳥
取
女
性

会
は
、
６
月
に
実
施
し
た
ば
か
り
の

創
立
60
周
年
記
念
事
業
・
北
海
道
釧

路
市
視
察
研
修
に
つ
い
て
徳
田
副
会

長
よ
り
報
告
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
鳥
取
県
立
美
術
館
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
㈱
の
赤
尾
靖
枝
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
令
和
７
年
に
開
館

す
る
鳥
取
県
立
美
術
館
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
が
あ
っ
た
。
工
事
期
間
中
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
昼
食
は
、
打
吹
回
廊
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
、
他
地
区
女
性

会
と
和
や
か
な
時
を
過
ご
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
大
原
美
術
館
学
芸

統
括
・
柳
沢
秀
行
氏
を
講
師
に
招
き

『
美
術
館
が
社
会
に
で
き
る
こ
と
』

と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

　
大
原
美
術
館
創
設
者
・
大
原
孫
三

郎
氏
と
画
家
・
児
島
虎
次
郎
氏
の
出

会
い
と
友
情
に
端
を
発
し
た
大
原
美

術
館
は
、「
今
を
生
き
る
人
に
と
っ

て
意
義
あ
る
こ
と
は
何
か
」
と
問
い

続
け
、
「
美
術
館
は
生
き
て
成
長
し

て
ゆ
く
も
の
」
と
い
う
信
念
の
も
と

新
し
い
美
術
館
の
あ
り
方
を
模
索
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
達
と

美
術
館
・
美
術
品
と
の
ふ
れ
あ
い
を

続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
芸
術
・
文
化
と
い
っ
た
も
の
を
見

る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
入
っ
て
い
く

の
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
と
思
っ
て
い

る
人
は
案
外
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
し
い
美
術
館
の
開
館

を
機
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

2023 8 AUGUST

女性会だより
　
県
商
女
性
連
・
会
員
交
流
会
を
開
催

　 

～
３
年
ぶ
り
に
集
い
、
交
流
を
深
め
る
～

鳥取商工会議所女性会は、 地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として

全国的な連携のもと、 女性会相互の親睦と啓発をはかり、 かつ経営知識の涵養と

経営技術の研修取得により、 女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを

目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください！！
【連絡先】 鳥取商工会議所女性会 （担当 森）

TEL ： 0857-32-8004　／　FAX ： 0857-22-6939

会員交流会の様子

昼食の様子

講師の柳沢氏

鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか
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入場無料 

パレットとっとり市民交流ホール（鳥取市弥生町３２３－１） TEL 0857-39-2555  FAX 0857-39-2550 https://palettehall.jp 

コラボVol.107 

講 師：山口邦子（型染め作家） 

時 間：各日とも 10:00～12:00 

定 員：各回 10 名 

参加費：各回 1,000 円 

持ち物：エプロン（汚れても良い服装） 

コラボVol.108

使い方いろいろコースター 
綿製。色と柄を選んで、コースターを染めましょう。

色は一人１色。柄は変えても OK です。 

タペストリーや敷物としても使えます。

おさんぽトートバッグ 
綿製。A４サイズが入る大きさです。 

両面に違う柄を入れることもできます。 

必要なものだけポイっといれてのお散歩にもぴったり♪ 

めでたい豆軸とポチ袋 
楮和紙にめでたい柄を染めて豆軸を作りましょう。 

同柄で染めた紙でポチ袋も作ります。 

＜豆軸本体 12.5×2.7×1.8（軸）cm＞ 

  事前申込要  

定員になり次第締め切ります 

お申込みはこちら▼ 
パレットとっとり市民交流ホール 

TEL（０８５７）３９－２５５５ 

しあわせな
記憶 

花かざり  写真   
ateliercafe M ＋ nori 作品展 

2023 

９/14㊍ —９/18㊊･祝
10:00～17:00
（最終日は 16:00 まで） 

Photo by nori 

ゆ
っ
く
り
コ
ツ
コ
ツ
紡
い
で
き
た 

「
好
き
」
の
気
持
ち
と 

ま
っ
す
ぐ
な
想
い 

《
や
っ
て
み
た
い
》
の
一
歩
先
へ
♪ 

一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
毎
月
1
回（
全
3
回
）に
渡
っ
て
開
催
。 

今
回
の
イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
で
は
、
型
染
め
に
挑
戦
！ 

楽
し
く
遊
び
心
あ
る
モ
チ
ー
フ
使
い
で
人
気
の 

型
染
め
作
家
山
口
邦
子
さ
ん
に
教
わ
り
ま
す
。 

workshop 

オリジナルフラワーフォトフレーム

お花と写真を選んでフレームを飾りましょう 

9/17（日）・9/18（月・祝） 
10:00～16:00 

参加費（材料費込）：1,300 円～ 

当日随時受付 
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
実
行
委
員
会
は
、
次
の
通

り
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数
―
１
０
０
０
人
程
度

▼
募
集
期
間
―
２
０
２
４
年
５
月
31

日
（
金
）
ま
で
▼
募
集
要
件
―
県
内

に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て

い
る
人
▼
そ
の
他
―
活
動
期
間
や
内

容
、
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
▼

問
い
合
わ
せ
先
―
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
５
７
―
59

―
６
３
３
８
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集　
　

編　集　室
　

◆
連
日
、
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
猛
暑
・
酷
暑
の
ニ
ュ
ー
ス

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
昨
今
、

外
に
出
る
時
は
天
気
ア
プ
リ
で

外
気
温
を
確
認
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
◆
ビ
ー
ル
が
お
い
し

い
時
期
で
す
が
、
ビ
ー
ル
よ
り

ア
イ
ス
派
の
筆
者
は
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
買
う
頻
度
が
格
段
に

増
え
ま
し
た
（
笑
）
◆
と
こ
ろ

で
、
８
月
31
日
は
「
野
菜
の
日
」

だ
と
ご
存
知
で
す
か
？
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
や
冷
た
い
麺
類
に
偏

り
が
ち
で
す
が
、
野
菜
を
摂
っ

て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心

掛
け
た
い
で
す
ね
。�

（
Ａ
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

８
／
20
㈰

ダ
ン
ス
発
表
会
「D

O
-B

E
A
T

」

26
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

27
㈰

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〝
イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
〟

『
楽
し
い
！
型
染
め
』
①
使
い
方
い
ろ
い
ろ
コ
ー
ス

タ
ー
【
有
料
・
申
込
要
】

９
／
２
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

９
㈯

パ
ソ
コ
ン
え
こ
販　

展
示
販
売
会
【
公
開
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

11
㈪

鳥
取
理
容
組
合　

支
部
講
習
会

14
㈭

し
あ
わ
せ
な
記
憶　

花
か
ざ
り<ateliercafe M

>+

写
真<nori>

展
【
公
開
】

15
㈮

し
あ
わ
せ
な
記
憶　

花
か
ざ
り<ateliercafe M

>+

写
真<nori>

展
【
公
開
】

16
㈯

ま
ち
な
か
活
性
化
に
関
す
る
講
義
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

し
あ
わ
せ
な
記
憶　

花
か
ざ
り<ateliercafe M

>+

写
真<nori>

展
【
公
開
】

17
㈰

ま
ち
な
か
活
性
化
に
関
す
る
講
義
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

し
あ
わ
せ
な
記
憶　

花
か
ざ
り<ateliercafe M

>+

写
真<nori>

展
【
公
開
】

18
㈪

し
あ
わ
せ
な
記
憶　

花
か
ざ
り<ateliercafe M

>+

写
真<nori>

展
【
公
開
】

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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４
　
青
年
部
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
・
45
周

年
企
画
実
行
委
員
会
・
総
務
委
員
会
・
広

報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

５
　
中
商
女
性
連
役
員
会
・
総
会
・
児
島
大
会

（
岡
山
市
児
島
市
）

６
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
女
性
会
会
員
委
員

会

10
　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
観
光
土
産
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
▽

青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

12
　
青
年
部
例
会

13
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議

18
　
金
融
相
談
会
▽
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
幟
旗
取
り

付
け
▽
青
年
部
５
役
会

19
　
女
性
会
役
員
会
・
例
会
▽
日
商
夏
季
政
策

懇
談
会
（
東
京
都
）

20
　
日
商
常
議
員
会
・
議
員
総
会
（
東
京
都
）

▽
運
送
業
小
委
員
会
・
運
送
業
界
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
▽
青
年
部
会
員
増
強
委

員
会

24
　
青
年
部
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会

25
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

▽
青
年
部
理
事
会

27
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
集

い

28
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員

会

30
　
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
連
絡
バ
ス 

ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
お
披
露
目
式

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
７
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　９月19日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

人と自然が共に生きる未来へ

株式会社 ア ス コ
建設コンサルタント 

事業主のみなさまへ

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人マル経融資
　　　　　　　　　　　　　　をご活用ください！

●融資限度額　２，０００万円
●利率　年１．０９％（Ｒ５．８．１現在）
●返済期間・運転資金＝７年以内（据え置き１年以内）

　　　　　・設備資金＝１０年以内（同２年以内）
お問い合わせは

　鳥取商工会議所経営支援一課（☎ 0857−32−8005）へ
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

小林　健
積極的な宣言と実行で、サプライチェーン全体の
「成長」と「分配」の好循環を実現しましょう


